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下水道資源の有効利用

国
交
省
下
水
道

バ

イ

オ

ガ

ス

や

下

水

塾

部
が
委
員
会
開
催

ぃ

国
土
交
通
省
下
水
道
部
は
２８
日
、

第
■
回

「官
民
連
携
に
よ
る
下
水
道
資
源
有
効
利

用
促
進
制
度
検
討
委
員
会
」
（委
員
長
Ｈ
津
野
洋

上
泉
大
教
授
）
を
都
内
で
開
い
た
。

委
員
会
で
は
利
用
が
進
ん
で
い
な
い
が
怖
防
防
駁
鷹
憮
降
麟
ぼ
ほ
限
ぽ
匹
ｎ
匹
腫
贋
順
り

別
隔
堵
進
め
る
た
め
、

悟
限
睡
隣
贋
勝
陀
階
倒
階
廠
脇
鮪
併
修
股
Ｐ
陛
Ｋ
議
輪
し
て
い

く
。

委
員
会
に
は
学
識
者
、

下
水
道
事
業
体
に
加
え
て
民
間
か
ら
ガ
ス
事
業
者
、

熱
供

給
事
業
者
が
参
加
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
実
施
す
る
民
間
が
議
論
に
加
わ
る
こ
と
で
、

下
水

道
資
源
の
利
活
用
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

下
水
汚
泥
は
年
間
約
７
５

０
０
万

ント
発
生
し
て
お
り
量

・
質
と
も
に
安
定
し
て
い

る
。

し
か
し
、

下
水
汚
泥
か

ら
得
ら
れ
る
パ
イ
オ
閉
ス
は

約
贋
歯
隠
Ｌ
盆
僻
脚
に
は
し
て

お
り
、

処
理
場
で
単
純
に
燃

焼
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
。

ま
た
、

下
水
熱
は
下
水
の
温

度
差
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
に
活
用
す
る
と
建
物

別
の
冷
暖
一房
に
比
べ
約
２
割

の
省
エ
ネ
化
が
可
能
と
い
っ

た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
。

下
水
道
資
源
の
利
用
に
あ

た

っ
て
は
国
が
バ
イ
オ
マ
ス

活
用
推
進
基
本
計
画
、

新
成

長
戦
略
、

国
交
省
成
長
戦
略

の
中
で
未
利
用
資
源
の
有
効

利
用
を
強
力
に
推
進
す
る
と

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

利
用

推
進
に
は
民
間
の
協
力
が
不

可
欠
と
判
断
し
て
今
回
、

官

民
連
携
で
議
論
を
行
う
こ
と

に
な

っ
た
。

議
論
を
進
め
る
上
で
の
課

題
は
バ
イ
オ
ガ
ス

・
汚
泥
燃

料
等
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
充
実

強
化
、

バ
イ
オ
ガ
ス

・
下
水

熱
の
‐Ｐ
‐Ｐ
‐Ｐ
測
脚
隆
進
に
当

た

っ
て
法
制
度
上
の
課
題
ク

リ
ア
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

冒
頭
、

国
交
省
の
松
井
正

樹

・
下
水
道
部
長
は

「民
間

と
共
同
で
進
め
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
。

ま
た
、

津
野

委
員
長
は

「非
常
に
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
り
、

精

一
杯
努

力
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
語

っ
た
。

事
務
局
は
み
ず

ほ
総
合
研
究
所
が
務
め
る
。

下水 道資 源 利 用 の課 題 につ いて議論

▽
委
員
長
Ｈ
津
野
洋

上
泉

大
教
授
▽
副
委
員
長
Ｈ
田
中

宏
明

・
京
大
教
授
▽
小
幡
純

子

・
上
智
大
法
科
大
学
院
院

長
▽
安
登
利
幸

・
亜
細
亜
大

教
授
▽
齋
藤
利
晃

。
日
大
教

授
▽
松
浦
揺
行

・
東
京
都
下

水
道
局
計
画
調
整
部
長
▽
渡

退
聡

・
横
浜
市
環
境
創
造
局

施
設
管
理
部
長
▽
城
居
宏

・

大
阪
市
建
設
局
東
部
下
水
道

管
理
事
務
所
長
▽
浜
口
哲
男

・
型

戸
市
建
設
局
下
水
道
河

川
部
長
▽
小
崎
敏
弘

・
黒
部

市
上
下
水
道
部
長
▽
他
属
贋

治

。
日
本
ガ
ス
協
会
常
務
理

事
▽
小
林

一
朗

・
日
本
下
水

道
施
設
業
協
会
専
務
理
事
▽

長
谷
川
実

・
日
本
熱
供
給
事

業
協
会
政
策

・
企
画
部
会
長

▽
武
井
宏
行

・
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ

・
蓄
熱
セ
ン
タ
ー
未
利
用

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
研
究
会

津野委 員長

上
下
水
道

一
体
の
展
開
テ」
そ

鍬
鋒
鞠
賊
訣
鎌
世
界
へ
「パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
」
を

水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構

は
２７
□星

後

、
憂

尿
新
宿
の

日
本
青
年
会
館
ホ
テ
ル
で
第

４
回
技
術
普
及

・
分
野
連
携

合
同
会
議
を
開
い
た
。

こ
の
日
は
、

「水
援
助

・

水
ビ
ジ
ネ
ス
の
海
外
展
開
の

強
化
」
を
テ
ー
マ
に
最
近
の

動
向
、

水
関
連
技
術
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
な
ど
、

海
外
展
開

を
進
め
る
う
え
で
必
要
と
な

る
支
援
策
や
課
題
、

解
決
方

策
を
め
ぐ
り
意
見
を
交
換
し

た
。

特
に
今
回
は
、

自
治
体

に
よ
る
水
分
野
で
の
海
外
展

開
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、

「日
本
型
水
国
際
貢

献
モ
デ
ル
」
と
し
て
、

上
下

水
道
が

一
体
と
な

っ
た
事
業

に
廃
棄
物
、

交
通
、

エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
な
ど
を
プ
ラ
ス
し

た

「パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
」
事
業

の
可
能
性
を
探

っ
た
。

会
議
に
は
、

こ
れ
ま
で
の

交
流
の
経
験
、

人
脈
を
活
か

し
中
国

・
大
連
や
ベ
ト
ナ
ム

・
ハ
イ
フ
ォ
ン
、

サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど

で
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
を
模
索
し

て
い
る
北
九
州
市
上
下
水
道

協
会
顧
間
の
森

一
政
氏
が
特

別
委
員
と
し
て
出
席
。

全
市

を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る

現
状
を
説
明
し
た
。

こ
の
中

で
森
氏
は
、

自
治
体
が
海
外

展
開
す
る
理
由
と
し
て
、

「職

員
の
や
り
甲
斐
と
人
材
育

成
、

技
術
の
維
持
」
を
あ
げ
、

「何
よ
り
長
年
培

っ
た
信
頼

と
人
脈
が
強
み
」
と
語
り
、

上
下
水
道
、

環
境
分
野
な
ど

が

一
体
と
な

っ
た
事
業
展
開

の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

委
員
か
ら
は
、

「カ
ナ
ダ

で
の
Ｉ
Ｗ
Ａ
総
会
に
日
本
か

ら
の
下
水
道
関
係
者
の
姿
が

見
え
な
か

っ
た
。

こ
れ
で
は

一
体
的
な
展
開
な
ど
お
ぼ
つ

か
な
い
」
「国
内
の
連
携
だ

け
で
な
く
中
国
や
韓
国
の

『
学
』
と
組
む
こ
と
も
必
要
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

一
方
、

吉
村
和
就

・
グ
ロ

ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ジ
ャ
パ
ン

代
表
は
、

最
近
の
情
報
と
し

動
き
②

『
世
界
水
連

隆
膨
笛
届
怪
膳


